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横 浜 市 教 育 委 員 会 

定例会会議録 

 

 

 

  １ 日  時  令和２年４月３日（金）午前10時00分 

 

  ２ 場  所  教育委員会会議室 

 

  ３ 出 席 者  鯉渕教育長 大場委員 中村委員 森委員 木村委員 四王天委員 

 

  ４ 欠 席 者  なし 

 

  ５ 議事日程  別紙のとおり 

 

  ６ 議事次第  別紙のとおり 
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教 育 委 員 会 定 例 会 議 事 日 程 

 

令和２年４月３日（金）午前 10時 00分 

 

１ 会議録の承認 

 

２ 一般報告・その他報告事項 

  新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

３ その他 
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鯉渕教育長 

 

 

 

四王天委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

久米職員課長 

 

 

近藤総務部長 

 

久米職員課長 

 

半澤東部学校

教育事務所長 

 

久米職員課長 

 

青木南部学校

教育事務所長 

 

久米職員課長 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

各委員 

［開会時刻：午前10時00分］ 

 

 

 それでは、ただいまから、教育委員会定例会を開会いたします。 

 初めに、令和２年４月１日付で四王天委員が就任されましたので、御紹介しま

す。四王天委員お願いいたします。 

 

 おはようございます。ただいまご紹介いただきました、四王天正邦と申しま

す。前職は、伊勢丹に1980年に入社いたしまして、販売・外商・人事部などを経

て、最後の15年間は三越伊勢丹ソレイユという障害者雇用専門の特例子会社の代

表を務めてまいりました。教育との関わりは、東京都の教育委員会から委嘱され

ましたアドバイザーという形で、学校の現場、作業学習や授業の改善、それから

教員保護者向けのセミナーなどに関わってまいりましたが、一般教育的なことに

ついては、全く知識がありません。現在63歳になりまして、人生の最終ステージ

ということで、横浜市教育委員会の委員を拝命いたしまして、私は横浜市出身で

すので、横浜市のために、地元のために、最後の余生の力を振り絞って、頑張り

たいと思っております。行政マインドが全くなく、利益追求・競争原理という世

界で生きてまいりましたので、非常に異分子だと思っておりますが、皆さんに教

えていただきながら、この教育委員会を活性化できるような判断をしていきたい

なと思います。どうぞ皆様よろしくお願いいたします。 

 

よろしくお願いいたします。 

次に、同じく４月１日付で教育委員会事務局の経営責任職の異動がありました

ので、事務局から紹介をいたします。 

 

 職員課長の久米です。それでは、異動のあった職員の紹介をいたします。 

 総務部長の近藤健彦でございます。 

 

 よろしくお願いいたします。 

 

 東部学校教育事務所長の半澤俊和でございます。 

 

 よろしくお願いします。 

 

 

 南部学校教育事務所長の青木智之でございます。 

 

 よろしくお願いします。 

 

 

 以上でございます。 

 

 それでは議事日程に従い、会議録の承認を行います。３月６日の会議録の署名

者は大場委員と森委員です。会議録につきましては、すでにお手元に送付してご

ざいますが、字句の訂正を除き、承認してよろしいでしょうか。 

 

＜了 承＞ 
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鯉渕教育長 

 

 

 

 

 

小椋教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

直井学校教育

企画部長 

 

 

石川小中学校

企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、承認いたします。字句の訂正がございましたら、後ほど事務局まで

お伝えください。 

 なお、３月13日及び３月23日の教育委員会臨時会の会議録については、準備中

のため、次回以降に承認することといたします。 

 次に、議事日程に従い、教育次長から一般報告を行います。 

 

【一般報告】 

 

１ 市会関係 

   ○３／23 予算第一特別委員会（採決） 

   ○３／24 本会議（第５日） 予算議決 

 

 教育次長の小椋です。それでは、報告いたします。 

 まず、市会関係ですが、３月23日に、予算第一特別委員会が行われ、予算案の

採決が行われました。 

 ３月24日に、本会議 第５日目が開催され、予算案が議決されました。また 

教育委員会の委員に関する人事議案が提案され、四王天正邦委員の就任案が議決

されました。 

 

２ 市教委関係 

 （１）主な会議等 

 （２）報告事項 

   ○新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

 次に、教育委員会関係の主な会議等ですが、こちらは前回の教育委員会臨時会

から本日までの間についての報告はございません。 

 次に、報告事項として、この後、所管課から「新型コロナウイルス感染症への

対応について」報告させていただきます。 

 私からの報告は以上です。 

 

 報告が終了いたしましたが、何か御質問等はございますか。 

 特になければ、続きまして「新型コロナウイルス感染症への対応について」に

ついて、所管課から御報告いたします。 

 

 学校教育企画部長の直井でございます。新型コロナウイルス感染症への対応に

つきまして、市立学校における一斉臨時休業につきまして、小中学校企画課長よ

り説明をさせていただきます。 

 

 小中学校企画課長の石川でございます。お手元の資料、「市立学校における一

斉臨時休業について」の資料を御覧ください。まず3月23日前回の教育委員会会議

以降から今回の通知に至るまでの経緯についてお話をさせていただきます。四角

の中をご覧ください。「３月24日に文部科学省より、学校において基本的な感染

症対策を講じることに加えて、教育活動において『３つの条件が同時に重なる

場』を避けることで、教育活動の再開に向けた準備を行うよう通知がありまし

た。併せて、新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドラインによ

り、学校再開にあたっての具体的な対応内容等が示されました。一方、本市にお
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いては、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の見解や国の動向を踏まえ、

保健所の意見も聞きながら、学校再開等の取扱いについて、再開、休業延長、段

階的再開といった複数の選択肢を想定し、多角的に検討してまいりました。その

結果、学校において感染症対策を徹底することで、短時間での教育活動の再開が

可能であると考え、４月８日以降の再開に向けて準備を行うよう、３月30日に学

校に対して通知しました。その後、刻々と変化する市内の状況を見守り、国や他

都市の新型コロナウイルス感染症に関連した対応を注視してきました。本市では

爆発的な患者の急増は発生していませんが、感染者は断続的に増加しておりま

す。４月１日に開催された新型コロナウイルス感染症対策専門家会議において、

『感染拡大警戒地域』とされた東京都では、感染者が急激に増加しています。」

こちらの部分について御説明いたします、資料の５ページを御覧ください。新型

コロナウイルス感染症対策専門家会議による状況分析・提言でございます。    

「（１）趣旨」でございます。「３月19日に標記会議が作成した状況分析・提言

から約２週間が経過し、この間の国内、海外の最新の情報に基づいて状況分析を

更新するとともに、現在、国内において各地域でとられている対応とその問題点

を指摘」しておりました。「加えて、提言内容として、『地域区分の設定』『行

動変容の必要性』『地域の医療提供体制の確保』『政府等に求められる対応』を

記載」してございます。 

「（２）『地域区分』について」、「自治体には、地域ごとの感染拡大状況に

より、各々の対応を求められている一方で、自らの地域が感染拡大地域として見

なされるのかどうか、国や都道府県で共通の指標がないことが指摘」されていま

した。「これを受けて、地域ごとのまん延状況を判断する際に考慮すべき指標を

整理するとともに、地域を３区分に分けて、その定義と対応内容が具体的に」示

されました、下に図がございます。図の一番上の、「感染拡大警戒地域」を御覧

ください。定義のところに、「１週間の新規感染者や経路不明な感染者が、その

１週間前と比べ大幅に増加」、「医療提供態勢の切迫性が高いか、その恐れが高

まっている」ということが書いてありまして、その下に具体的な対応が書いてあ

ります。 

文章のほうに戻っていただきまして、５ページの左の文章です。「なお、同提

言では、『直近一週間の感染者が前週より大幅に増えるなどの状況になれば感染

拡大警戒地域に当たる』と指摘」しています。「また、『感染拡大警戒地域』と

されている自治体においては、『学校の一斉臨時休校も選択肢として検討すべ

き』と記載」されています。「専門家会議の脇田座長は会議後の会見において、

感染源が追えない患者数が増えている東京都と大阪府は同地域に含まれる」とし

ました。「提言を踏まえて、文部科学大臣は同日、記者団に対して、『爆発的に

患者が増える懸念などがある場合、地域ごとの判断で、新学期も臨時休校を実施

する能性を視野に入れていただきたい』」という発言がございました。「文科省

は都道府県教委などに、子どもや教職員に感染者が複数出た場合は休校の必要性

が高まるとするなど、判断のポイントを具体的に示した改訂版の通知」を出しま

した。裏面を御覧ください。こちらは国が出しました、「２ 新型コロナウイルス

感染症に対応した臨時休業の実施に関するガイドライン」の改訂版でございま

す。 

「（１）趣旨」は先ほどの専門家会議の提言を踏まえて出したものでございま

す。 

「（２）改正箇所」は「３月24日付の同ガイドラインからの改訂点として、

『臨時休業の実施にかかる考え方』について、（１）児童生徒又は教職員の感染

が判明した学校の臨時休業の考え方と、（２）感染者がいない学校も含めた、地
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域一斉の臨時休業等の考え方が、場合分けによって、具体的に」示されました。

「そのうち、（２）の記載において、『感染拡大警戒地域』と見なされた自治体

では、『３つの条件が同時に重なる場』を避けるための取組を徹底するため、自

治体首長から外出自粛要請や、イベント等の行動制限メッセージが発信されるこ

とと同時に、学校運営の在り方についても、併せて検討する必要があると」され

ました。 

「ア 学校運営上の工夫」につきましては「公共交通機関を利用して通学する児

童生徒の感染拡大の恐れがあることから、時差通学や分散登校の工夫について検

討する。教職員の時差通勤等の工夫についても併せて検討する。」「イ 臨時休

業する場合の考え方」「専門家会議の提言において、『感染拡大警戒地域』にお

いては、『その地域内の学校の一斉臨時休業も選択肢として検討すべき』と示さ

れ」ました。「これを踏まえて、地域の感染状況に応じて、自治体の首長が地域

全体の活動自粛を強化する一環として、学校の設置者に臨時休業を要請すること

も考えられ、この場合には、他の社会・経済活動の一律自粛と合わせて行うこと

により、その効果が発現されるよう留意することが必要とされている。」とござ

いました。 

最初の資料の１ページ目にお戻りください。黒い太い四角の中ですね、下から

５行目です。「翌２日には、神奈川県教育委員会から、県立学校の取組を参考と

して、２週間程度の臨時休業等、感染拡大防止の取組への協力依頼がありまし

た。これらのことを踏まえて、現時点で本市において学校を再開することのリス

クを考慮し、児童生徒の健康・安全を第一に考え、学校の再開を延期することと

します。」 

 具体的なことに参ります。「１ 休業期間」ですが、「令和２年４月８日

（水）から４月20日（月）」まで。「上記期間は、部活動も実施しないこととし

ます。」 

 おめくりいただきまして２ページでございます。「２ 児童生徒の居場所、活

動機会の確保」です。「（１）緊急受入れ」でございます。「上記期間で、小学

校１年生から４年生の児童、小学校及び中学校全学年の個別支援学級児童生徒及

び特別支援学校全学部の児童生徒等を対象に実施します。」これは３月に行われ

たものに準じます。ただしここでは３月のときは小学校１年生から３年生とされ

ていましたが、今回４年生とさせていただいております。３月まで３年生だった

児童が、まだ日も浅いことですので、今回の受入れに関しては４年生に進級した

児童も含まれることにさせていただいております。「なお、休業期間中の小学校

における給食、中学校におけるハマ弁はありません。」「（２）校庭開放」につ

いて、「上記期間中で、小学校において、学校の定める日に、在籍児童を対象に

実施します。」これにつきましても、３月に行われたものに準じます。「３ 登

校日」でございます。「児童生徒の健康状態や、家庭での学習状況を把握すると

ともに、学校からの連絡事項を伝えるために、４月14日から20日までの期間で、

登校日を週１日程度、設定します。」この際も、「『３つの条件が同時に重なる

場』を避けるために、例えば学年を分けたり、学級の人員を半数ずつにするなど

の工夫により、少人数で実施できるよう配慮します。出席簿上は、授業日数に含

まないものとして、登校しない児童生徒は欠席としません。」「４ 休業期間中

の学習」でございます。これにつきましては、後ほど別にご説明させていただき

ます。「５ 児童生徒の健康状態の把握」でございます。これも今まで取り組ん

できたことの継続でございますが、「児童生徒の毎朝の検温、健康チェックを記

録する対応を継続」いたします。「児童生徒等が新型コロナウイルス感染症にか

かった場合または疑いがあり検査を受けた場合に加えて、その他の症状等により
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石田教育政策
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医療機関を受診した場合も、保護者から学校への報告を依頼」いたします。「６ 

学校行事」でございます。「４月の学校行事については、感染拡大防止の観点か

ら、各学校において内容の変更、実施方法の工夫の措置、延期等の対応を行って

いますが、５月に実施予定の学校行事等についても同様の取扱い」といたしま

す。併せて「４月から５月中に行われる、「遠足（旅行）・集団宿泊的行事」に

ついても延期または中止、目的地の変更を検討するとともに、運動会や体育祭に

ついても、実施方法や内容（例えば半日程度の開催など）の工夫を検討」いたし

ます。次のページで「７ 入学式・始業式」でございます。これは「令和２年３

月23日に学校に通知しているとおり、卒業式・修了式と同様に、感染症対策を講

じたうえで、時間を短縮し、座席間の距離を確保したり、換気を徹底するなど工

夫して実施」いたします。「８ 今後の取扱い」でございます。４月20日までは

休校としていますので、「４月21日（火）以降の取扱いについては、今後の状況

を踏まえたうえで、１週間前（４月13日（月））を目途に決定」して、また通知

を致します。 

 私からは以上です。 

 

 教育政策推進課担当課長の石田と申します。引き続きまして「一斉臨時休業期

間中の児童生徒の学習保障について」ご説明させていただきます。７ページ目を

ご覧ください。「横浜市教育委員会では、市立学校の再開が延期となることを受

け、休業期間中の児童生徒の学習保障について検討して」参りました。すでに

「各学校から提示される教科書やプリント等を使用した課題」というのは各学校

で行っていただいているところではございますが、こういったことに「自ら取り

組むことも重要ですが、長期にわたる学校休業という通常とは異なる状況におい

て、教員による分かりやすく臨場感あふれる動画を作成し、児童生徒が家庭で

も、学習のポイントを効率的かつ効果的におさえて習得できることが望ましいと

考えました。」実現にあたりまして、課題としましては、「①著作権の権利関係

をクリアすること」また、「②市立学校約500校の児童生徒約27万人が視聴するこ

とができること」、そして、「③動画配信速度の改良や動画配信後の管理（著作

権の利用許諾期間終了後の動画削除を含む）を適切に行うこと」の３点でござい

ました。「３月に文化庁及び文部科学省から著作権に関する事務連絡が出され

た」ところでございますけれども、こういったことを踏まえまして、本市から

「一般社団法人教科書著作権協会等に４月の利用について申請」いたしましたと

ころ、ご協力を得られました。また、「当初５月に運用開始を予定していた教職

員対象のe-learning用システム」があるんですけれども、これを「前倒しして４

月から運用できる」ようにいたしました。またこの当該システムの管理をしてい

ただいております「株式会社サイバー大学のご協力によりIDも予定より大幅に拡

充して市内の児童生徒に付与」することができました。こういったことから、

「本市の児童生徒向けに限定した動画配信が可能」となったところでございま

す。「動画を含む様々な教材を活用することで、休業期間中も児童生徒が学習を

継続し、学校再開の際には、円滑に授業に臨むことができるように、教育委員会

としてもしっかり支援」していきたいと思っております。 

 それでは具体的なことについてご説明をさせていただきます。「１ 休業期間

中の児童生徒の学習についての基本的な考え方」でございます。「（１）休業期

間中、児童生徒が規則正しい生活を送り、学習習慣を継続できるように、４月に

予定されている学習内容について、学習の機会を提供する」ということ。

「（２）現時点においては、休業期間は４月８日（水）から４月20日（月）まで

としていることから、各学校において児童生徒に対して、４月に学習予定だった
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単元について、家庭で行う課題を課す」ということ。「（３）課題については、

学校再開後に、課題の提出等を行うことによって、各児童生徒の理解の状況を確

認し、必要に応じて、補充的な授業、補習等を実施する」ということ。「（４）

（２）及び（３）を通じて、家庭での課題への取組状況と学校再開後のフォロー

をあわせて評価し、評価資料の一つとすることもできる」ということでございま

す。 

 おめくりいただきまして８ページ目をご覧ください。「２ 具体的な学習ツー

ル」でございます。これにつきましては各学校の状況に応じて以下のものが想定

されます。「想定される学習ツール例」を先にご覧いただきまして、「教科書の

音読やまとめ」「プリントやワークブック」「はまっ子学習ドリル」というイン

ターネット上から見ていただけるワークシート、それから「教育委員会作成の動

画」「文部科学省『子供の学び応援サイト』」で見られるようなものでございま

す。こういったものを活用しながら、「例えば、①教科書に基づく教育委員会作

成の動画を視聴したうえで関連の深いプリントで知識の定着を確認することによ

り、知識・技能の習得に資する学びを促したり、②児童生徒の関心事項に応じた

ミニ自由研究に取り組むことで、主体的な学びの機会を与えたりするなど、様々

な教材を幅広く組み合わせることが望ましい」と考えております。「想定される

教材の組み合わせ」ということで、３つほど提案させていただいております。

「３ 教育委員会作成の動画配信について」でご説明させていただきます。前回

の教育委員会会議でも少し触れたので重複する部分もありますが、「（１）動画

のイメージ」といたしまして、「教職員対象のe-learning用システムを児童生徒

向けに開放し、動画と教材を同時に表示しながら進行する」ものでございます。

また、「児童生徒の集中力、通常の授業の構成を踏まえ、１コマ10～15分程度で

構成する」ものといたします。「教科書に基づき、４月に予定されている知識・

技能の習得を中心とした学習内容を取り扱う」予定でございます。進行役講師で

ございますけれども、「指導主事、教科等教育課程委員等が講師（進行役）を務

める」こととしております。この教科等教育課程委員というものですけれども、

各教科の専門性の高い委員をですね、一般の先生の中から選出いたしまして教育

委員会のほうから委嘱する予定でございます。「（２）対象学年」ですが、「小

学校（小学部）１年生から高等学校（高等部）３年生を対象」としております。 

 次の９ページ目をご覧ください。「（３）対象教科等」でございますけれど

も、「小学校（小学部）と中学校（中学部）は、全教科等を対象」としておりま

す。「高等学校（高等部）及び附属中学校」につきましては、「各学校において

判断する」ものとしております。「（４）配信方法」ですが、お家の「パソコ

ン、タブレット、スマートフォン等から指定されたURLにアクセスし、指定された

IDとパスワードでログインする」ということを予定しております。「（５）配信

時期」ですが、「４月８日（水）に開始する」予定でございます。「４ 留意事

項」といたしましては、「インターネット環境がないなど、家庭から学校に相談

があった場合には、個々に対応」することとしております。以上でございます。 

 

ありがとうございました。今いろいろ専門家の方も、お医者様も含めていろい

ろな御意見がある中で、横浜市立大学の先生が東京都の場合でしたら、普段行動

するときの、例えば通勤したり、お買い物に行ったりする、そういう行動をする

時間を２％以内に、神奈川県の場合だったら５％以内に収めることが望ましいと

いうお話をされていまして、それが広く認知された数字なのか、それともその先

生独自の考えなのか分かりませんけれども、拡散防止のための行動をしなければ

ならないという意味では、一度学校を再開しますと言っても、状況に合わせて、
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直井学校教育

また休校にするという判断をしていただいたのは良かったなと思いました。この

学習保障についても非常に短い期間の中でいろいろ準備していただいて、前向き

に取り組んでいただいているということはとても良いなと思います。ただ、準備

される方々は本当に大変だろうなと思いますので、そこは御苦労をお掛けするこ

とにはなるなと思いますが、できればですね、単に学習保障だけではなく、特に

特別支援学校の児童生徒さんたちに向けて、学習は転用できる部分はあるかもし

れないですが、一日のリズムを作る意味でも、あるいはずっと登校できずに家に

いるお子さんたちのことを考えると、大変だとは思うんですけれども、先生方が

集まって、おはようとか、今日は良い天気だねとか、学習ではないにしても少し

一日を気持ちよく始められるような投げかけができるような動画配信というもの

ができないかなと思いまして、それは如何なものでしょうかということが質問の

一点目です。 

 それから二点目が、動画を見た後でプリントで学習するということになってい

ますが、そのプリントは委員会の方で用意されるのか、各学校が用意するのかと

いうことです。せっかく登校日を設けるので、そのときにきちんと提出するよう

に子供たちに促して、やはり進んでやる子供たちもいれば、なかなか取り組まな

い子供たちもいると思いますので、その辺りは再開してからの確認ではなく、ぜ

ひ途中で確認をして、またその子たちに合った支援をしていただきたいなと思い

ます。それからもう一つ、６ページに書かれていたのですけれども、高校生も含

めてなんですけれども、やはり教職員の方々というのは公共交通機関を使って通

勤されるので、学校にウイルスを持ち込む危険性がないとは言えないので、その

辺りの時差通勤等、あるいはちょっと体調がおかしい時には無理をしないとか、

そういうところも徹底していただいて、是非子供たちを守っていくという姿勢を

取っていただけたらなと思います。以上です。 

 

インクルーシブ担当部長佐藤でございます。一点目の特別支援学校について、

貴重な御意見ありがとうございます。短時間の入学式・始業式で出会った担任の

先生たちという風なことがございますので、最初の出会いがほぼ動画になるとい

うことについては気持ち的に如何なものかという部分も教員の側にもあるのかも

しれませんが、いずれにしても特別支援学校13校と相談をして参りたいと思って

おります。一部、動画のコンテンツを増やし、例えば下の学年のものを活用する

であるとか、そういったような工夫はそれぞれ学びが違うものですから、対応を

していくように学校等とは相談することにしておりましたが、併せて考えさせて

いただければと思っております。以上です。 

 

二点目と三点目について回答させていただきます。 

 まず二点目でございますけれども、学校でプリント等を用意していただくかと

いう話でございますが、そういったものを学校でご用意いただくこともできるの

ですが、動画の中で、例えば進行役の先生がこういったことについてノートに書

いてみましょうですとか、そういった促しを行う予定でございますので、必ずし

もプリント等を用意しなければならないということではないです。ただ学校の判

断でこれを組み合わせたらいいのではというときに工夫していただくことはあり

得るのかなと思っております。また、学びの確認ということでございますけれど

も、登校日ですとか、学校再開のときに課題の提出などを通じて把握していくこ

とができるのかなと考えております。以上です。 

 

 三点目でございますが、教員の体調については、もう基本だというふうに考え
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ております。体調が悪ければもちろん出勤しませんし、確認をしっかり取るよう

に教員の方には話をしていきたいと思っています。それから出勤のことにつきま

しては、フレックスタイム制度による時差出勤でありますとか、通常は公共交通

機関の通勤であってもですね、自家用車を使用することも認めたりというような

形で少し柔軟に対応させていただきたいという風に思っています。 

 

 ありがとうございました。指導主事の方とか教育課程委員の方って、この短時

間の間に動画を作るのってものすごく大変なことだと思うんですけれども、是非

子供たちの笑顔を想像しながら作っていただけたらと思いますので宜しくお願い

します。 

 

ほかに。 

 

意見と質問ですけれども、まずやっぱりこの状況の中で、本当にこういった対

応って大事だと思うんですけれども、やっぱり学習もこれから量から質へ転換し

て、こういった動画等々から子供たちがそこから何を課題に考えていくかという

学習へ変わってくると思います。指導主事とか多くの教員がこの動画作成に関わ

ると思いますけれども、それ以外の先生方も是非ここを契機に様々なICTの活用と

か、遠隔授業とかこれから多分時代はそういったものが入って来ると思いますの

で、自分がやってるという感覚で是非先生方も学んでいただければと思います。

あともう一つ。９ページのところで、ＩＤとパスワードでログインするってある

のですが、結局これＩＤとパスワードが分かれば誰でも入って来れるんですよ

ね。なのでこの授業用の動画だったら、別に他人に見られても機密性とかという

ことは問題ない動画なわけですよね。 

 

二点目でございますけれども、ＩＤとパスワードを学校に通知をしまして、そ

れぞれの指定されたものを使うということになります。なので、基本的には保護

者ですとか児童生徒には、それはお勉強のために皆が使うものですよということ

はきちんと理解してもらった上で、原則本人が使うということでお願いする予定

でおります。また動画に関しては基本的には教科書に基づく内容でございますの

で、ご覧いただいても問題ないものではあると思うんですけど、基本的にはそう

いった使い方をしていただくということを想定しております。 

 

私の方から何点か最初の臨時休業の４月20日までの延期の部分について、ちょ

っと確認と質問や意見を申し上げたいのですが、まず神奈川県の教育委員会から

県立学校の取り組みを参考にして、協力依頼があったということで、これはこれ

でそうですかということになるんだけども、県の場合は私の知る範囲では、主に

高校が中心だろうと思うんですね。特別支援学校ももちろんあるだろうけれど

も、小中学校を中心とした横浜基礎自治体の学校をどうしようかという取り組み

とポイントは少し県とずれてるというと怒られるけれども、ポイントはやっぱり

違うと思うんでね、県の意見は意見でもちろんあったけども、横浜市としてきめ

細かく、周辺の状況を踏まえて整理をしたと言うことで、私は結構だろうと思う

んですが、それで少しデータ的なことを確認で伺っておきたいと思うんですが。2

ページ目の緊急受入れと校庭開放で、前回も確か出だしの頃は9,000人から8,000

人ぐらいの緊急受入れがあり、校庭開放もちょっと今数字ぱっと覚えてないんで

すけども、これ直近までの状況で少しデータが照会できるものがあれば、当初の

9,000人から8,000人から増えているのか増えてないのか、あるいは同じお子さん
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が毎日緊急受入れにどのくらい来ているのかなというところ。今度延長になるこ

とによってね、やっぱりここも大きなポイントだろうと思うので。ちょっとこれ

は今出るものがあればぜひお願いをしたいと思います。 

 

緊急受入れは9,000人前後でだいたい変わりません。基本は変わりません。細か

いニーズがちょっと上がったり下がったりしましたけど。 

 

緊急受入れは合計で12万8,978名でございます。だいたい一日平均9,000人前後

ということになります。日によって上がり下がりがございますけれども。それか

ら校庭開放ですけど、6万2,782名。これも日によって上下がありますけれども、

校庭開放の方につきましては卒業式がある日とない日といろいろありましたの

で、日によってバラつきがございます。あと同じ子が来てるかどうかにつきまし

ては、ここでは今確かめられないんですが、ただ緊急受入れの場合は条件があり

ますので、同じ子が来ているケースが結構あると思います。 

 

校庭開放は緊急受入れのお子さんも使っております。それを含めて、卒業式が

ないときは1万5,000人ぐらいですよね。 

 

もう一つ二つなんですが、私も、昨日あたりからいろいろ考えて延長するにし

ても、週1回ぐらいは学年ごとに学校へ行くという、何か行動様式を子供たちに習

慣付けさせてあげたいなと。当然安全策を講じた上でのことなんだけどもね。そ

ういう意味でこの「３ 登校日」に書いてある通り「週１日程度」ということ

で、これについては賛成なんで。特に前回も申し上げたけれども小学校1年生はや

っぱり初めて小学生になるということの大きな喜びと、一方で若干の不安を当然

持ってるし。私の身近なところでも毎日ランドセル背負ってですね、入学式を待

ってる孫がいるんですけどね、やっぱり小学生になったんだっていう感覚を本人

が体感するためにも、私は小学校1年生はせめて週２日ぐらい行かせてやりたいな

という気がします。ただ、もちろん全てが安全策前提だろうと思うんで、これに

ついては大賛成したいと思ってます。それから、これは教育委員会の事務局の方

に聞くのはおこがましいことなんだけども、相変わらず横浜の保育園や保育所や

幼稚園、幼稚園は横浜市立はないけども、それから学童と、それからはまっこふ

れあいでしたっけ、ここは相変わらず普通通りであるということで、確認だけち

ょっとしたいと思うのですが。 

 

その件につきましても３月の緊急受入れのときと同じように、子ども青少年局

と、放課後キッズとか、学童とも連携しながら、子供たちの預かりの期間に隙間

がないようにというふうには考えてございます。 

 

あと一つだけ。一番最後の動画配信の関係で、もちろんいろいろ取り組みをい

ただいて、よろしいことだろうと思うんですが、インターネット環境が家庭にな

いお子さんっていうのは、だいたいどのくらい比率としてね、要するに、せっか

く動画配信ができても、家で一向に見れていなくて、週一回の登校日に来てみた

けど、みんな見てて自分だけ見てないとか、その比率がどのくらいのものなのか

なと。あるいは本人が操作ができなくて、保護者の方ができればね、それはそれ

でいいんだけども、もしかして保護者のかたも仕事の関係で家を留守にして、１

人で留守番という子も当然いると思うんでね。ちょっと環境のない子供たちにつ

いては、「学校に相談をしてください」と一点の対応という道筋は残していただ
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いてるんだけど。私は、どのぐらいの比率がこういうケースがあるのかなという

懸念を感じましたので、質問だけさせていただきます。 

 

まず一点目でございますけれども、インターネット環境がないご家庭、もしく

は児童生徒の具体的な数ということですが、現時点で承知しておりません。た

だ、例えばおうちのインターネット環境がないというふうなことでありまして

も、タブレット、携帯スマホですね、そういったものでご覧いただくことはでき

るという状況ではございます。それから、操作がちょっと難しい場合ですとか、

おうちの方がいらっしゃらないときに、子供だけで見るかということですけれど

も、比較的シンプルなログイン画面でございますので、初め少し難しさもあるか

もしれませんが、慣れてもらうことはできるのかなというふうには現時点では考

えております。ただ、今ご指摘のような、ご懸念も当然あると思いますので、そ

こちょっと学校と連携を取りながら検討していきたいというふうに思います。 

 

ご説明ありがとうございます。これは学校業務改善アドバイザーの妹尾先生が

おっしゃってたことで、すごく素晴らしい制度だなと思ったので、ちょっとここ

で紹介したいんですけども、今四つの価値が衝突をしている、ていうふうにお話

を書いてらっしゃったんですね。その四つの価値っていうのは何なのか。一つは

安全ですね。子供たち、もしくは先生方の命を守れるかっていう安全の観点です

ね。もう一つが教育。これは学びを止めないっていう学びの保障の部分ですね。

三つ目が福祉ですね。いろんなことが始まってから、働いている保護者はどうし

たらいいんだっていうこと。給食の栄養が支えになっている子供がいるのにと

か、小さい子一人で留守にしてすごく不安だとか、いろんなことが届いたと思う

んですけれども、そういった福祉的な役割の部分ですね。あと四つ目が自己実現

ということで、子供たちが学校に来る中で、活躍の場だったり出番、もちろん部

活だったかもしれないし、授業の中でもそうだと思うんですけれども、学校では

たくさんの価値の提供ができてたというふうに思うんです。その中で、私はその

休業を決めたっていうことは、とても安心をしていましてそこは安全の観点のこ

とですね。加えて動画配信を通して二つ目の教育っていうのを、学びを止めない

努力を最大限していくっていうことをしたという、教育委員会として組み立てた

ことについては非常に賛同しております。動画配信については、本当に初めての

ことですし、前々回ですかね、教育委員会会議でいろんな検討をお願いしたりと

か、いろんな話が出てからも、この短い時間で準備、検討、本当に大変だったと

思います。著作権含めて、三つの課題があって、短時間でそのクリアをされたと

いうことが、本当に大変だったと思いますし、それができたということ、大きな

意義を感じています。あとは、絶対現場でも混乱はあると思いますし、やればや

ったで課題は出てくると思うんですけども、まずは踏み切ってやってみながら一

つ一つクリアしていくっていうことを学校同士、この中でも、なるべく情報出し

ていただいて、どうクリアできるかを一緒に考えていければというふうに思って

います。その中で一つコメントでございまして、先ほどの四つの価値の中の四つ

目、自己実現の部分なんですけれども、動画っていうのはどうしても一方的な発

信になってしまうと思います。まずはこれだけでも大きな進歩だと思うんですけ

ど、すぐに双方向が難しい場合、子どもたちがアウトプットを出して誰かにやっ

ぱり見てもらう、フィードバックをもらう、自分がやったことに対してフィード

バックをもらうってことは、例えば家庭内でも良いと思うのでできるような仕掛

けを是非考えていただければと思います。今も学校で、音読カードとかあるじゃ

ないですか。保護者が印鑑を押したりということがあると思うんですけども、例
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えば「今日はこんなことをやってみたんだ」っていうことを見せて「こんなこと

頑張ったね」って書く欄があるとか、先生との双方向がもしまだ現時点では難し

い場合は、そういった仕掛けで可能な限り工夫するっていうことができたらとい

うふうに思いました。あとは学校に通えてこなかった子供たち、不登校の子供た

ちにとっての学びの保障という観点にも、今のことっていうのが繋がっていくこ

とだと思いますので、今後に向けても引き続き生かせるものとして考えていただ

ければというふうに思っています。で、質問がございます。一つ目はですね、今

お話にあったe-learning用システムを前倒しして導入するということでございま

したが、今あるe-learning用システムの中で、例えば質問機能とかというのはあ

るんでしょうか。もしくは使えるんでしょうかっていうことが一つ目の質問で

す。 

 

教職員の研修のためという意味で、例えばその動画を見た後、研修内容を見た

後のドリルというか確認する機能のようなものがあることはあるんですけれど

も、児童生徒向けの方で活用するかということについては、今後の検討課題とさ

せていただければと思います。 

 

これだけの児童数、学校数ですので、簡単ではないと思うんですけれども、で

きることが何なのかっていうところでぜひＱ＆Ａだったりとか、子供たちからの

発信の部分が何かできないか是非ご検討いただければというふうに思いました。

あと、先ほど中村委員がおっしゃられた、先生方の顔が見えると安心ってあるよ

ねって話が先ほど指摘としてあったんですけど、生徒は学校の先生方が交代で動

画配信するっていうのを、今日は見れないかもしれないけど、明日もしかしたら

先生方が映るかもしれないっていうような動画配信も、一方方向であったとして

も、学びだけじゃない部分の先生の表情なんかの部分もあったらいいのかなとい

うふうに先ほど中村委員の話を聞いて思いました。最後の質問というかコメント

なんですけれども、入学式についてでございます。今、イベントへの行動制限っ

ていうのが出されているというふうに思います。保護者はお一人の出席というこ

とで、今指針が出てると思うんですけれども、例えば、本当に新入生だけで百何

十人という学校もあるというふうに聞いておりますので、新入生150人と保護者

150人だとやっぱり300人規模にどうしてもなってしまう、大きな場があったとし

ても、そこへの不安感というのは先生方にも、保護者の方にもある方はいるんで

はないかなというふうに思っています。周りにもやっぱり小学生、中学生ともに

１年生に上がるお子さんもいらっしゃって、入学式はすごく楽しみにしている保

護者の方もたくさんいるのも知っています。それを知っていながら、こういうの

は悩ましいところなんですが、私は入学式は開催しない方が良いんではないかな

というふうには個人的には思っております。というのも、この段階ですので、こ

の通知を出す前は間に合わないかもしれないですけれども、ぜひ最後の最後まで

本当に大丈夫かっていうことをご検討いただけないか、もしくは何かしら３密で

っていう状況に、本当にこれは当たらないのかということのご検討をいただけな

いかっていうのがお願いですね。もしそれについてコメントですとか今の考えが

あればお願いします。 

 

ありがとうございます。入学式につきましては、児童にとっても、学校にとっ

ても、保護者にとっても、大切な行事だということをまず考えております。その

上で、先ほど冒頭申し上げましたような３つの条件、換気のことですとか、手の

届く距離に多くの人がいるですとか、近距離での会話は大きな声出さない、です



14 

 

 

 

 

 

 

 

森委員 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

石川小中学校

企画課長 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

石川小中学校

企画課長 

 

 

鯉渕教育長 

 

木村委員 

 

 

石川小中学校

企画課長 

 

 

 

中村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

とかっていう３つの条件を徹底的に避けるように、各学校で計画してございま

す。ご指摘のような、児童数がとても多い、入学する児童数がとても多い学校に

つきましても、二部制にするとかの工夫を学校でして、この３蜜については徹底

的に配慮したような準備を今しているところだと思います。この後もですね、も

ちろん状況の変化もまた刻々と変化がありますので、保健所等とも相談しなが

ら、最大限配慮していきたいと思っています。以上でございます。 

 

ありがとうございます。大切な行事だということは、私も大変共感しておりま

す。スタートを切るって気持ちの整理の場でもあると思います。ただこういった

行事の機能、そもそもの役割っていうのは何なのかということをもとに、違った

形でそれが何かしらでできないかということも含めて、是非最後まで状況の変化

に応じても含めて検討をお願いします。ありがとうございます。 

 

入学式の予定している時間もちょっと言っていただけますか。 

 

通常の入学式ですと、在校生からのセレモニー、小学校であれば在校生が歌を

贈ったりとか、地域の方、来賓の方のご挨拶もあるんですけど、その３か所を絞

ったことと、プログラムを徹底的に絞り込みまして、通常１時間程度かかるとこ

ろを、半分程度の時間に30分程度で収める学校が多いと思います。卒業式と違い

まして、卒業証書授与というものはございませんので、子供たち一人ひとりが何

かする場面というのは少ないというふうに考えております。 

 

歌を歌うとかということについてはどうしているのですか。 

 

基本的には歌は歌わないというふうに思いますが、ただそれは学校によって、

例えばテープを流して聞いたりとか、いろいろな工夫をしているというふうに思

います。 

 

ほかに。 

 

聞き逃したのかもしれませんが、入学式の開始時間っていうのは何時からです

か。 

 

入学式の開始時間は学校によって決めていますので、様々とは思いますが、通

常小学校が午前中10時ぐらいから行うことが多いと思います。中学校が午後行う

こと、これが13時なのか13時30分なのかということは、学校によっていろいろあ

ると思います。 

 

先ほど森委員から、双方向性のやりとりができる動画っていうお話があったん

ですけれども、昨日ちょっとテレビを見てましたら、それが可能な地域の学校が

写ってまして、教師のパソコンに子供たちの全員の顔が映っていて、そこでやり

とりしながらっていう場面が映っていたんですね。そうしましたら、それに参加

している子供がインタビューに答えて、友達と一緒に勉強することはできないけ

れども、こうやってみんなとやりとりしながらやっているので、何か普通の授業

みたいで楽しかったっていう感想述べていたんです。子供にとってもそうです

し、教師の側にとっても、やっぱり授業って一方的にね、それこそやっているわ

けではなくて、子供が表情だったり、うなずいたり、仕草だったり、あるいは何
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か発言したりとか、そういう応答があって授業っていうのは成り立っているもの

なので、このような500校もある中で、それを一度にやってくださいっていうのは

無理なのはもう重々承知なんですけれども、この緊急事態だけではなくて、いろ

いろなことに活用できると思うんですね。病気で休んでいる子供たちにとって

も、そういうものっていうのは活用できますので、市の予算はもう決まっていま

すけれども、予算の中で何を優先してっていうときに、やはり教育に予算をかけ

ていただいて、子供たちのために市の財政を活用していただけるとありがたいの

で、是非そういう方面でも進めていただけたらありがたいなと思います。以上で

す。 

 

すいません。先ほど一点忘れてしまいまして、補足でもう１つお話したいんで

すけども、地域子育て支援拠点は横浜にもたくさんあると思うんですけれども、

そういったところも今閉鎖しているですが、相談業務だけはやっているんです

ね。一対一で困ったことがある人の相談などに乗っていたりするというふうに聞

いています。ただ待ってるだけだとなかなか来ないというふうに聞いてるんです

ね。先ほどのインターネット環境がない家庭というのは、多分地域と学校によっ

て全然違うと思うんですけれども、そもそもインターネット環境があるか、ない

かっていうとこに加えて、自宅で学べないっていうことに課題感を感じない家庭

もあるかもしれないので、学校側からやはり気になる家庭には、こちらからまず

は連絡をして、原則、今学校は来ない対応になっていると思うんですけど、一対

一での対応については残すのはどうかなというふうに思います。なので、例えば

一つの教室に一人の子どもにはなってしまうと思うんですけれども、動画配信し

てる内容を見ることができる、ただ集まってはもう本末転倒になってしまうの

で、他の福祉施設の授業相談と同じような考え方で整理をしてみてはどうかとい

うふうに思いました。意見でございます。 

 

意見でよろしいですか。何か関連することでありますかね。何と言うか、相談

業務っていうか、学校に相談したいとかいうときに、それは動くんじゃないかと

思いますけれども。 

 

今、インターネット環境がない家庭に学校で動画をという話がございましたけ

れども、今言っていただいた通り学校で視聴できるような形も取れますので、ご

対応することは可能だということでございます。 

 

休業中でありましても、やっぱり学校が気になる児童生徒であったりとか、配

慮が必要だったりということについては、積極的に教育相談していくということ

は休校中の今後も変わりないということでございます。 

 

すいません。今までの経緯がよく分かっていない中での発言になりますので、

もしかしたら的外れなことを申し上げるかもしれませんが、お許しいただきたい

と思います。企業視点でこのコロナの問題を見るとですね、やはり従業員の健康

維持ということと、業務を滞りなく安定して行われること、それから三つ目はで

すね、再開したときのリズムやペースが、また今まで通りに戻れるかどうかと。

ビジネスコンティニュイティプラン（事業継続計画）っていうふうな言い方をさ

れますけど、そのような形の視点でとらえてみるとですね、やはり生徒、教員、

保護者の健康維持は大丈夫なのかという点、それから学習の遅滞がなく済むもの

かどうか、それから三つ目はですね、彼らがこれだけ変わった生活リズムやペー
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スの変化をして、また戻したときに、すぐすんなりと受け入れられるものかどう

かと、そのようなことが非常に懸念されます。そのあたりを皆さんの知恵を持っ

て丁寧なケアをしていただければいいのかなと。それから、先ほどから森委員が

おっしゃってます入学式に関して、このようなものはやっぱり一生に一度という

非常に希少性の高い場面でございますので、もしそれが実行できないにことに至

ってもですね、保護者とか生徒に配慮する文言をちゃんと考えていただいて「ど

うしてもこういう状況なので、君の一生のステージなんだけど、開催できなくて

申し訳ない」というような一言を添えての通達にしていただければいいかなとい

うふうに思います。それから、あとですねもう一つ言わせていただけると。今

回、意外と時間をどのように使って良いか分からないというか、時間を持て余す

って言ったら失礼かもしれませんが、時間があることを利用して、今まで手をつ

けたかったけど手をつけられなかった業務というものを洗い出して、ここでしっ

かり取り組むことが、教員の皆さんが、今までもう気になって、気になってしょ

うがなかったんだけど、時間がなくて後回しになってたっていう業務を、ちょっ

と引っ張り出して、この機会を使ってその部分を深掘りして、進めるというよう

なことも、ちょっと頭の中に入れてたらいいのではないかなと。すいません。質

問でもなく、ただ感想でございます。 

 

答えられる範囲で。 

 

今、最後にお話いただきました、先生たちの時間の使い方ということについて

なんですけれども、当然こういった時期でございますので、子供たちのことです

とか先生たちご自身の健康管理のことですとか、学習の面ですとか、そういった

子供たちに対するところに一番に力を注いでいただくというのはもちろん、言う

までもなくというところだとは思うんですが、その上で、先生方が通常お忙しい

中でできなかったことですとか、学び方について改めて考えてみるですとか、働

き方というとちょっとざっくりとして偏ってしまうかもしれませんけれども、ど

ういった在り方があるのかということを考えていただく、教育委員会も一緒に考

えていく、そういった機会にもなれば、良いのではないかというふうに考えてお

ります。 

 

学習の遅れと生活リズムを戻せるかということでおっしゃるとおり休業時間が

長くなればなるほど学習のこともそうですし、子供たちの生活リズムのこともそ

うですし課題があると考えております。ですので、今我々は休業中にどうするか

という対策を今日は述べさせていただきましたが、今後は再開後どうするかとい

うことについて、様々検討していかなければならないというふうに思います。特

に生活リズムにつきましては前の3月30日の再開のときも短時間でということで、

段階的に再開していくという方法を一度考えたんですが、そういうことも含めて

子供たちの学習生活のリズム、あと教職員の生活のリズムも同じだと思うんです

けれども、この休業期間中に検討していきたいと思います。ありがとうございま

す。 

 

ありがとうございます。特に時間があるという点では、普段なかなか手がつけ

られなかった、不登校の生徒へのケアというか、もしかしたら行きたくても行け

なかったとかですね、顔を見ることが今までできてなかったけど、今回ちょっと

時間があるので、家の前で粘ってみるとかですね、不登校の生徒はこれからまた

多くなってくるかもしれません。その辺のところを、自分の足で行動できるんじ
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ゃないかなっていう気もしてますので、そういう取組も少し頭の中に入れていた

だければいいかなと思います。これ特別支援学校でも中学部で非常に多く発生し

ておりますので、不登校はほとんど中学校だろうと思うんですが、その辺のとこ

ろなかなか顔見に行けなかったっていうようなのが、今までの現状だったので、

そこに取組をかけてもいただけたらなと思います。 

 

今いろんな委員のお話聞いて思ったんですけど、やっぱり双方向のことってい

うのはＧＩＧＡスクールにこれから進むときに必要だと思うんですけど、さっき

も少しＩＤとパスワードって話しましたけど、実は、僕先日自分の横浜国立大学

のゼミで、無料アプリでやったんですよ。面白いな、よかったなと思った反面、

ＩＤとパスワードを入れれば誰でも入って来れるんですよね。他のゼミの子が入

ってきたりとか、あるいは今いるところを知られたくなくて顔を出さなかったり

とか。いわゆる安全っていうことで、健康の安全もものすごくありますけれど

も、情報の安全な場、そういった安全面のところを、これからやっぱりＧＩＧＡ

スクール構想が進んでいきますのでぜひこの機会に、今先ほど言われたように、

先生方がどう使うかとかですね、そのことを考えるべきだと思います。それとも

う一つ、やはりこうだっていう提言指示だけだと、なかなか共感を得られないと

思いますよ。支配的なものじゃなくて、なぜこうなのかというような共感を得る

ような文書を、是非横浜市教育委員会ならではのものを、多分それを出しても

100％とはいかないかもしれませんけど、多くの共感っていうのがこういった事態

で進むときには大事だと思うのでぜひ。僕なんか文章能力ないからここでは言え

ませんけれども、ぜひ考えていただければと思います。 

 

ご意見ということでよろしいですか。 

他にございますか。以上で公開案件の報告が終了しました。 

事務局から、報告をお願いします。 

 

３月26日に個人の方１名から、４月２日に個人の方１名から、「教科書採択に

関する要望書」が、４月２日に個人の方１名から、「新型コロナウイルスによる

対策として休校延長とオンライン授業などの取り組みと教育委員会会議のネット

中継を求める要望書」が提出されました。これらの要望書につきましては、事務

局で対応を調整の上、教育委員会で審議が必要な場合は、次回以降にお諮りした

いと思います。委員の皆様は、内容のご確認をよろしくお願いします。 

次回の教育委員会臨時会は、４月17日、金曜日の午前10時から開催する予定で

す。また、次回の教育委員会定例会は、５月１日、金曜日の午前10時から開催す

る予定です。 

 

皆様、よろしいでしょうか。次回の教育委員会臨時会は４月17日、金曜日の午

前10時から開催する予定です。また、次回の教育委員会定例会は５月１日、金曜

日の午前10時から開催する予定です。別途、通知しますのでご確認ください。 以

上をもちまして、本日の教育委員会定例会を閉会といたします。傍聴・報道機関

の方はご退席願います。また、関係部長以外の方も退席してください。 

なお、教育委員の皆様は連絡事項がございますのでこのままお待ちください。 

 

［閉会時刻：午前11時７分］ 


